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は tJx)の分布の時間発展で区別できる)o図2(N-100,γ-5, ｡1-0･5, ｡7 -0･03
-0.5, i/P-3.5)というネットワーク･パラメータの範囲で,ほとんどが同期アトラクタ
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A- B-A- B-A ---) さらに異なるパターンでつくられるア トラクターの組みが,共






電総研 松 本 元
本研究は,神経発振子の正弦波応答に関して,Hodgkin-Huxley常微分方程式 を用いた数
値計算及びヤリイカ(Doryteuthisbleekeri)巨大軸索膜を用いた電気生理実験により,解析
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